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3月中旬号 大村市政だより (493号〉 昭和42年3月10日

監霊童聾霊童
(日程変更〉

陸上自衛隊では、池田射撃場で

行なう3]3中の実弾射撃の日程

をつぎの とおり変更して行ない

ます。ご注意く ださい占
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県民の総力を紹集して行なわれる長崎

国体もあと 2年有余。今年は長崎国体が

成功するか否かの重要な準備の年である

といえましょう。

大村市でも、昭和41年から長崎国体を

成功させるための準備委員会を設立し着

着と準備を進めてきました。

そして、いよいよ今年2月27日、国体

実行委員会に切変え、本格的な活動を始

めました。

実行委員会会長には、大村市長があた

カカ大交交交

り常任委員、 委員を含めて約 270名の構

成どなっています.

じかし、何としコっても「市民みなさん

のご協力」がなければりっぱな国体はで

きません.

自然美にあふれた大村美しい清潔な大

村を全国から乙られた人達に知って頂 く

ために今から積極的に努力しょラではあ

りませんか。

【大村市での開催種目】

ラグビ一、ソフトボール、山岳の三種目

E国体に寄付】

市内の洋服屋さん約30人は2月8日の針供

養の費用を節約して、 昭和44年長崎県で聞か

れる国体の花いっぱい運動に役立ててくださ

いe と金一封を寄付されました。
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一一生活の知恵、がいっぱい
一主婦の生活展開くー

市内九地区の婦人会員がひごろの婦人学級で学九だこι
や、活動を通じて考案した作品をー殴に発表す?るグ孟婦 h

の生活展 N が中央公民舘工開かれまじた。集めらずLた人rl
形などの手芸品、栄養たっぷりの食料品などの作品は、

約 2，300点におよび、既売コーナも設けられてにぎやーかi
な生活展でした。

り大村市政だよ昭和33年4月22日第三種郵便物認可昭和42年3月10日

交通教室
A
箇

自
動
車
は
ス
ピ
一

i
却
の
あ

・
で
す
が
、
、こ
れ
を
原
因
別
は

る
機
械
で
す
。

、で
す
か
ら
運

，
分
析
じ
て
み
ま
す
と
別
表
の

転
規
則
に
か
な
っ
た
安
全
な
'
と
お
?
と
な
っ
て
お
り
、
ご

運
転
を
し
な
い
と
た
ち
ま
ち
J

く
限
ら
れ
た
~
し
か
も
当
然

人
間
を
殺
傷
す
る
凶
器
に
早

す
ぎ
る
程
当
然
な
違
反
に
よ

変
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。
白

、

っ
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

動
車
の
運
転
規
則
ど
い
え
ま
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こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
安
全
運

と
り
も
な
お
さ
ず
交
通
法
規

転
の
ゴ
ツ
は
、
次
の
安
全
運

の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
交
通
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法
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ら
、
公
安
委
員
会
規
則
に
い
一
構
一
的

9
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3
お

た
る
ま
で
数
多
く
の
も
の
が
一
数

犯
臼

ω日
叫
剖

mm∞
ω

園
一
ハ
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A
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A
吐
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i
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i
つ中

nu

含
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
全
部
を
一
件
三

J
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よ
く
覚
え
て
い
て
実
行
す
る
一
川
町

制
引
則
引
例
制
削
川

こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
で
す
一
一
一

-運
一
時
違
棋
連
枝
問

の
昔

昨
年
、
県
下
で
発
生
し
た
一
町
一
日
同
問
問
地
駐
一
出
土
合

交
通
事
件
は
五
千
三
十
九
件
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催
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時
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、
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安全運転五則を守ろう

* 
市議会議員選挙立候補説明会

* * * * ，* * * 

転
五
則
を
守
る
こ
と
だ
と
云

，
へ
ま
す
。

①
安
全
速
度
一
を
守
ろ
う
。

②
前
方
注
視
を
お
こ
た
ら

な
い
よ
う
に
し
よ
う
。

③
無
理
な
追
越
し
を
や
め

ょ
う
。

④
飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や

め
よ
う
。

⑤
一
時
停
止
、
徐
行
を
励

行
し
よ
う
。

3月初日に選挙人名簿に追加登録される人*

および抹消される人を記載した書面を、次の . 
官官

とおり縦覧いたします。 ‘ 

ト .-":4 なと事こ身
[>期間 3月11日から 3月20日ま c -:;":いい故でにこ

午前3時30分から午後 5時まで でつのもつの
fzして大実け五

[>場所選挙管理委員会事務局(市役所内) よ も 部 行 て 原

なお、こんど追加登録する人は 3月 1日ま*えい全す 、則
れいを

でに登録申出をされた人の中、 3月 1日現在 ー すなばっ し

で登録資格要件を備えている人です。."恥 ぎく 、 で つ
でな交もか'* -:;": -:;.~ '1: ~.: -:;.: -1: * -:;.: ~": はる通どり

* 追加登録者の選挙人名簿を縦覧
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警
察
一
、
一

O
番
の

取
扱
い
お

s

知
ら
せ

犯
罪
や
交
通
事
故
な
ど

で

警
察
に
急
報
す
る
場
合
は
、

皆
さ
ん
が
加
入
し
て
お
ら

れ
る
電
話
の
「
一
一

O
呑
」
で

い
い
わ
け
で
す
が
、
今
度
さ

ら
に
警
察
専
用
電
話
に
よ
り

通
報
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。皆

さ
ん
が
事
件
事
故
で
警

察
に
知
ら
せ
よ
う
と
し
て
駐

在
所
や
派
出
所
に
行
っ
た
と

き
、
警
察
官
が
不
在
の
場
合

は
電
話
機
に
掲
示
し
て
あ
る

注
意
書
き
を
見
て
受
話
機
を

あ
げ
て
一
一

O
番
と
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合

警
察
で
は
外
の
電
話
に
優
先

し
て
接
続
し
、
早
く
的
確
に

処
理
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
駐
在
所
、
派

出
所
の
電
話
だ
け
で
な
く
警

察
公
舎
(
職
員
の
自
宅
)
の
警

察
電
話
も
一
一

O
番
を
取
扱

っ
て
お
り
ま
ず
か
ら
遠
慮
は

い
り
ま
せ
ん
。
ご
利
用
く
だ

大
」
い
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下
は
申
込
で
き
ま
せ
ん
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わ
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会

体
育
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
白さ
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し
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
相

続
人
が
請
求
で
き
ま
す
の
で

相
続
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
戸
籍
書
類
を
そ
え
て

請
求
し
て
く
だ
さ
い。

昭和42年3月10日

お
し
ら
せ

i
ナ

!

コマ
申
込
期
限
三
月
二
十
日

マ

申

込

先

市

教

育
委
員
会

体
育
課

マ
飼
育
条
件

①
種
鳩
は
県
よ
り
交
付

②
飼
料
は
自
己
負
担

③
国
体
終
了
後
は
ふ
化
し
た

分
は
当
人
の
所
有
と
す
る

④
国
体
終
了
ま
で

は
売
買
を

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

な
お
、
小
学
校
三
年
生
以

国
体
の
鳩
を
育
て
よ
う

旧
金
鶏
勲
章
年
金
受
給

者
に
一
時
金
を
支
給

旧
勲
章
年
金
受
給
者
に
関

す
る
特
別
措
置
法
の
施
行
に

よ
り
次
に
該
当
す
る
者
に
一

時
金
十
万
円
が
支
給
さ
れ
ま

す。マ

資

格

日

清
戦
争
か
ら
満

洲
事
変
ま
で
の
戦
功
に
よ
り

金
鶏
勲
章
を
授
与
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
昭
和
二
十
年
末

ま
で
金
鶏
勲
章
'年
金
を
支
給

さ
れ
て
い
た
者
〔
昭
和
十
五

年
四
月
二
十
九
日
及
び
そ
の

後

の
日
付
に
よ
り
金
璃
勲
章

を
授
与
さ
れ
た
者
は
除
か
れ

ま
す
)

マ
請
求
方
法

印
鑑
・
年
金
証
書

の
写
及

び
証
書
・
功
記
の
写
及
び
功

記
・
戸
籍
抄
本
を
そ
え
で
請

求
書
を
市
福
祉
事
務
所
へ

提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
該
当
す
る
人
が
、
一
時

金
を
請
求
し
な
い
で
昭
和
三

十
八
年
四
月
一
日
以
降
死
亡

昭
和
四
十
四
年
に
開
催
さ

れ
る
長
崎
国
体
の
開
会
式
に

放
つ
鳩
そ
飼
育
す
る
鳩
の
愛

好
者
を
次
の

と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。

い
ま
ま
で
鳩
V
F飼

っ
て
お

ら
れ
る
方
ゃ
、
今
か
ム
飼

っ

て
見
た
い
と
思
う
方
は
ど
し

ど
し
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

開
催
臨
時
を
募
集

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
開
催
臨

時
従
業
員
の
募
集
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

昭和33年4月22日第三種郵便物語、可

マ

応

募

資

格

市

内
に
居
住

す
る
満
四
十
才
未
満
の
女

子
マ

試

験

四

月

六

日

午

前

九
時
よ
り
、
簡
単
な
一

般

常
識
、
そ
ろ
ば
ん
の
試
験

を
事
業
課
で
行
な
い
ま
す

の
で
、
試
験
日
に

は
筆
記

用
具
と
そ
ろ
ば
ん
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
、
自
筆
履
歴
書

(
。ヘ

ン
書
き
で
も
よ
い
)
健
康

診
断
書
、
視
力
聴
力
検
査

証
を
事
業
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

事
業
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ

、ν

保
町
一
二
の
九
電
話
@
|

四
六
六
四
番
)
へ
、お
た
ず

ね
く
だ
さ

い
。

自
宅
で
学
習

|
高
校
通
信
教
育
!

県
立
長
崎
西
高
等
学
校
で

通
信
制
課
程
の
生
徒
を
次
の

要
領
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
募
集
期
間
三
月
三
十
一

日
ま
で

マ

募

集

人

員

約

四
百
名

マ
入
学
資
格
中
学
卒
業
者

ま
た
は
卒
業
見
込
者
お
よ

び
こ
れ
と
同
等
の
学
力
の

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

長
崎
県
立
長
崎
西
等
学
校

通
信
制
(
長
崎
市
竹
ノ
久

市立三浦中学校、鈴田中学校、大村中学校が合併してで

きた玖島中学校の新校舎が、 久原郷の高台に建築されて

います。 敷地15，500平方メートノレはすで、にりつばに整地

され、今年度計画の鉄筋コンクリート 3階建の校舎もも

うすぐできあがろうとしています。

玖島中建築は急ピッチ

り大 村市政だよ

無
縁
墓
地
の
改
葬

墓
地
名

福
岡
県
筑
後
市
大

字
井
田
、

井
田
墓
地

届
出
先

筑
後
市
大
字
井
田

中
沢
次
八

届
出
期
日
三
月
三
十
一
日

所
在
地

福
岡
市
大
字
名
島

学
一両

届
出
先
福
岡
市
上
呉
服
町

一
の
三
ニ

届
出
期
日
三
月
三
十
一
日

(3) 
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新しい本が着きました。ご利用ください

国際労働経済統計年鑑(日本 ILO協会)

少年朝日年鑑 (朝日新聞社)

世界の探検と開発 ，(長崎新聞社)

日本文化史 4、8巻(筑摩書房)

人と作品νリーズ (清水書院)

児童福祉概説 (田代不二男γ

社会福祉 (田代不二男〉

百人の書蹟 (永島福太郎)

天皇ヒロヒト (L.モズレー)

溺れ谷 (松本清張〉

日本の考古学 4巻 (河出書房〉

現代紀行文学全集 (修道社〉

ケネデイの道 (ソレ ンセ シ)

原色図鑑全集 1 (保育社)

ラン、種類 と培養 (岡、見義男〉

住宅庭園環境と設計 (伊藤邦衛)

キクのアノレパム (誠文堂新光社〕

図解模型工作文庫 ( グ 〉

設計工作教室 ( i" ) 
日本歴史νリーズ (世界文化社)

1 
J 〔図書館だより一区立司-

市外電話のかけ方

大村市内から長崎市内へ電

話をかけるときの電話番号が

次のとおり変りました。

(旧番号) (新番号)

市外局番 09582→ 0958 

長崎市内局番 2局→ 22局

3局 → 23局

26局(新設)

4局→ 44局

5局→ 45局

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
、
ま
し
た

忌
明
に
寄
付

市
内
武
部
郷
の
多
国
フ
ヂ

さ
ん
は
亡
夫
吉
之
助
さ
ん
の

忌
明
に
、
鹿
児
島
県
指
宿
郡

山
川
町
山
下
町
の
池
水
エ
ミ

子
さ
ん
は
、
亡
夫
三
郎
さ
ん

の
忌
明
に
、
市
内
乾
馬
場
郷

の
久
田
松
ツ
ギ
さ
ん
は
亡
夫

豊
次
さ
ん
の
忌
明
に
、
市
内

竹
松
郷
の
多
波
多
貞
雄
さ
ん

は
亡
父
次
郎
さ
ん
の
忌
明
に

そ
れ
ぞ
れ
金
一
封
を
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

「金

D
一

開

戦
没
者
の

一
慰

(

一

妻
子
、
父
母
、

一
弔
答
・

-
4
司
一

孫
、
祖
父
母
の

司

甲

刀

自

H
V
E

一
特
権
一

い
ず
れ
も
昭
和

一

族

給

一

二

十
七
年
三
月

一
遺
受
・

「

1
1
1一
三
十

一
日
以
前

に
死
亡
、
文
は
国
籍
を
そ
う

失
し
て
い
る
が
、
遺
族
援
護

法
の
弔
慰
金
五
万
円
は
母
方

の
母
が
受
給
し
て
い
る
。

こ
の
場
合
、

特
別
弔
慰
金

は
だ
れ
が
も
ら
へ
る
の
で
し

ょ、っ
か。

l
!

答

こ

の
場
合
は
母
方
の

母
に
受
給
権
が
あ
り
ま
す

(
な
お
、
お
じ
、
お
ば
、

お
い
、
め
い
、
な
ど
弔
慰

で
第
二
回
万
国
商
法
会
議
に

参
列
、
同
二
十
三
年
五
月
帰

国
、
同
年
八
月
検
事
に
任
ぜ

ら
れ
十
月
長
崎
地
方
裁
判
所

こ
L

で
ブ
ラ
シ
ス
語
を
修
め

検
事
正
と
し
て
約
二
カ
年
間

た
。
明
治
四
年
司
法
省
内
に
勤
務
し
同
二
十
六
年
横
浜
地

一
瀬
勇
三
郎
は
旧
藩
士
一

瀬
明
法
寮
が
設
け
ら
れ
、
法
学
方
裁
判
所
検
事
正
、
同
三
十

喜
多
右
衛
門
の
二
男
と
し
て
生
徒
二
十
名
が
入
学
さ
せ
ら
四
年
広
島
控
訴
院
長
、
同
四

安
政
元
年
(
ゲ
∞
早
舟
)
十

一

れ
フ
ラ
ン
ス
人
法
学
博
士
ポ
十
一
年
二
月
函
館
控
訴
院
長

月
二
十
一
日
武
部
郷
佐
古
に
ア
ソ
ナ

I
ド
を
迎
え
教
授
と
と
な
り
大
正
二
年
退
官
、
約

生
れ
た
。
勇
三
郎
は
万
延
元
し
、
勇
三
郎
も
同
八
年
九
月
三
十
五
年
間
司
法
界
に
貢
献

年
(
点
き
さ
六
才
の
時
藩
官
命
に
よ
り
明
法
寮
に
入
学
し
た
。
昭
和
二
年
十
月
大
村

校
五
教
館
に
学
び
明
拾
三
年
ポ
ア
ソ
ナ

i
ド
氏
に
深
く
信
に
帰
省
し
、
翁
が
最
も
力
を

三
十
代
藩
主
大
村
純
照
公
が
愛
さ
れ
同
九
年
卒
業
に
司
法
つ
く
し
た
の
が
、
松
林
飯
山

五
教
館
の
講
堂
に
生
徒
を
集
省
に
勤
務
し
同
十
六
年
判
事
の
記
念
碑
建
立
で
、
私
費
を

め
指
名
し
て
書
を
輪
読
さ
せ
に
任
ぜ
ら
れ
同
十
七
年
法
律
投
じ
て
土
地
を
買
い
竣
工
さ

た
時
、
第
一
番
目
に
勇
三
郎
学
士
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
せ
た
。
大
正
七
年
六
月
十
五

に
指
名
が
あ
り
、
勇
三
郎
は
同
十
九
年
法
律
研
究
の
た
め
日
諏
訪
郷
陣
の
内
七
七

O
番

憶
す
る
こ
と
な
く
全
巻
読
み
ド
イ
ツ
に
留
学
、
同
二
十
年
地
の
自
宅
で
七
十
八
才
で
な

終
り
、
逸
才
振
り
を
か
わ
れ
ベ

ル
ギ
ー
の
プ
リ
ユ
ッ
セ
ル
く
な
ら
れ
た
υ

た
。
そ
の
後
藩
命
に
よ
り
東

京
遊
学
と
な
り
同
窓
数
名
と

共
に
長
崎
か
ら
乗
船
し
大
学

南
校
に
入
学
し
フ
ラ
ン
ス
語

科
を
学
ん
だ
。
時
に
十
六
才

で
あ
っ
た
。
明
治
五
年
第
一

番
中
学
と
変
り
、
同
六
年
開

成
学
校
と
な
り
同
八
年
ま
で

@ 

一
瀬

勇
三
郎

金
を
受
け
て
い
た
人
に
特

〆

写真=あ りし日の

一瀬勇三郎氏

別
弔
慰
金
の
受
給
権
が
生

じ
ま
す
)


